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3.育成したい資質・能力
・地域を流れる岩本川とのかかわりを通して生じた関心や疑問をもとに、地域の方々と課題を見つけ解決しようとする。
・調査活動や川の環境を守る地域の方々から聞いた情報を整理し、実際の環境保全活動に生かす。
・課題解決に向けて地域の方や仲間と協働で取り組む。

4.学年／人数 4年／69人
5.単元構想

河川教育計画書【単学年】

1.助成事業名 学校部門（単学年）

2.河川教育の目標
  小学校区を流下する岩本川では、地域住民と行政（豊田市）が共同で自然再生等を行うふるさとの川づくり事業が行われている。川に近づけず草だらけだった岩本川は、階段の整備、定期的な草刈りや清掃、置石による自
然再生等の川づくり活動により、子どもたちが比較的安全に遊べる、ほどよい川へと変化していった。川づくりを担う住民団体と協働で活動する中で地域の川を守ることの大切さを知り、川を活用した授業を展開する中で地
域の環境が大好きな子どもを育てる。

豊田市立平井小学校 2024-7211-006

単元名： 未来へつなげ 平井の宝～わくわく岩本川を守る隊～

関連教科：総合的な学習(10)、社会科(1)、国語科(1) １２時間 関連教科：総合的な学習(15)、国語科(2) １７時間 関連教科：総合的な学習(35)、国語科(2) ３７時間

・社会科の汚染の種類（大気汚染・海洋汚染・水質汚染）につい

て知るとともにその原因について考える。

汚染の種類（大気汚染・海洋汚染・水質汚染）について知る。

人の生活が原因となっている問題が多いことを知る。

エコット（校外学習）や下水道出前授業により環境問題を解決し

ようとする人たちの思いについても理解する。

・大気汚染・海洋汚染・水質汚染の原因には、ごみの不法投棄や

生活排水、工業廃水があることを知る。

・エコット（校外学習）や下水道出前授業により、ごみの分別や食

べ残しや飲み残しを減らすことの必要性を学習する。

・地域の自然を大切にしたり環境を守ることならばできることに気

・国語科の「確かめながら話を聞こう」「みんなで新聞を作ろう」を

通して、課題の解決に必要な情報を集める手段を選択し、多様

・身近な環境の中にも自然が汚染されている事実を知り、自分自

身で環境保全のために何が必要かを考えることができる。

・様々な環境問題に取り組む人たちの思いを知り、環境を守ろう

という意識が高まる。

・体験活動と地域の方からの話を聞く中で、他の川と比較した時

の岩本川の良さを理解できる。

・全国の水質汚染で困っている川と、岩本川を比較する中で、創

遊会の方が環境を守っていることを知る。

・岩本川のために自分にはどのようなことができるのかを考える

・岩本川の環境を保つために、地域の方がどのような努力をして

いるのかを知る。

全国の川と岩本川の違いを知る。

岩本川を整備している方にインタビューを行う。

岩本川の調査活動を行う。

みんなが遊ぶことのできる川にするためにできることを考える。

・体験活動や岩本川を支える地域の方の願いを知り、地域の方

が抱える課題を考えることができる。

・創遊会の方へのインタビューを通して、なぜ地域の川を大切に

したいと考えているのかを知る。

・課題の解決のための方法を、目的や状況に応じて実践すること

ができる。

岩本川環境整備隊、岩本川魅力発信隊での活動を

行う。学級のみんな・専門家の方にアドバイスをもら

う。 課題解決のためにそれぞれの隊で

の活動を行う。

・仲間の意見や内容を知り、協力して取組を進

める。

・具体的な活動企画をイメージできるように専

門の方からのアドバイスを受けるなどして再考

・課題の解決に必要な情報を集める手段を選択し、多

様に情報を収集することができる。

・地域の方へ発信したり、実際に岩本川に出向

いて活動を推進したりする。

・岩本川や地域の方の願いを大切にしたいという思い

をもち、学んだことをこれからの生活に生かそうとする。

・集めた情報を相手や目的に応じてまとめ方を選択し

分かりやすく表現することができる。
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様式12②

河川教育　学習活動報告書【単学年】

1.助成事業名 岩本川を活用した総合的な学習 豊田市立平井小学校 　2024-7211-006

学
習
活
動
の
結
果

3.得られた成果

・身近な環境の中にも自然が汚染されている事実を知り、自分自身で環境保全のために何が必要かを考えることができた。
・課題の解決のための方法を、目的や状況に応じて実践することができた。
・課題の解決に必要な情報を集める手段を選択し、多様に情報を収集することができた。
・集めた情報を相手や目的に応じてまとめ方を選択し分かりやすく表現することができた。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

・様々な環境問題に取り組む人たちの思いを知り、環境を守ろうという意識が高まった。
・体験活動や岩本川を支える地域の方の願いを知り、地域の方が抱える課題を考えることができた。
・体験活動と地域の方からの話を聞く中で、他の川と比較した時の岩本川の良さを理解できた。
・岩本川や地域の方の願いを大切にしたいという思いをもち、学んだことをこれからの生活に生かそうとした。

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

単元名：未来へつなげ 平井の宝～わくわく岩本川を守る隊～

関連教科：総合的な学習(10)、社会科(1)、国語科(1) １２時間 関連教科：総合的な学習(15)、国語科(2) 17時間 関連教科：総合的な学習(35)、国語科(2) ３７時間

汚染の種類（大気汚染・海洋汚染・水質汚染）について知る。

人の生活が原因となっている問題が多いことを知る。

エコット（校外学習）や下水道出前授業により環境問題を解決しようとする人たち

の思いについても理解する。

全国の川と岩本川の違いを知る。

岩本川を整備している方にインタビューを行う。

岩本川の調査活動を行う。

みんなが遊ぶことのできる川にするためにできることを考える。

岩本川環境整備隊、岩本川魅力発信隊での活動を行う。

学級のみんな・専門家の方にアドバイスをもらう。

課題解決のためにそれぞれの隊での活動を行う。

・社会科の汚染の種類（大気汚染・海

洋汚染・水質汚染）について知るととも

・大気汚染・海洋汚染・水質汚染の原

因には、ごみの不法投棄や生活排水、

・エコット（校外学習）や下水道出前授業

により、ごみの分別や食べ残しや飲み残

し

・地域の自然を大切にしたり環境を守る

ことならばできることに気づく。

・国語科の「確かめながら話を聞こう」「みんなで新聞を作ろう」を通して、課題の解決に必要な情報

を集める手段を選択し、多様な情報収集の方法を学習する。

・全国の水質汚染で困っている川と、岩

本川

を比較する中で、創遊会の方が環境

・創遊会の方へのインタビューを通して、

なぜ地域の川を大切にしたいと考え

て

・岩本川の環境を保つために、地域の

方が

どのような努力をしているのかを知る。

・岩本川のために自分に

はどのようなことができる

のかを考える

・仲間の意見や内容を知り、協力して取組を進める。

・具体的な活動企画をイメージできるように専門の 方からのアドバイスを受けるなどして再考

する。

・地域の方へ発信したり、実際に岩本川に出向いて活動を推進したりする。
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